
 

 

令和 6年度 青果物販売概況について 

令和 6年 11月 28日現在 

 

ＪＡふくしま未来 

営農経済部園芸課 

 

【りんご】 

各県産「サンふじ」中心の入荷となり、入荷量は日々増加している。高値疲れの影響から末端では重苦しい販

売環境となったため相場は下げとなっており、荷動き優先での販売となる見通しです。 

  

  

【ぶどう】 

長野県産「シャインマスカット」中心の入荷となっております。露地作が終了し全体量減少から一定の相場を

確保しダラダラとした販売が続く見込みです。 

  

 

【きゅうり】 

宮崎産の増減が激しく事前商談が難しい環境が続いており相場は保合いで様子見の販売となっております。今

後は宮崎産が増量見込みのため、次週から相場を弱める見通しとなっております。 

 

【に ら】 

 栃木・高知産ともに入荷量が伸びず、特売需要の拡大により不足感強まり相場はジリ上げとなりました。今後

は月替わりの特売需要により引き合いが維持されるが、次週は高値疲れから相場を弱める見通しとなっており

ます。 

  

 

【春 菊】 

夜温の低下により露地作は減少となったが、東北・関東産ハウス作の増量と他葉菜類の軟調相場により相場は

弱保合いです。今後は、月初の特売など鍋需要が見込まれるため相場は保合いとなる見通しとなっております。 

  

 

 


